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はじめに～「信頼されるメディア」として～
1

● 地域に根差す民放事業者は「地域情報」を「地域住民」に放送番組を通じ

てタイムリーにお届けし、生活の安心安全や生命財産を守るという、極め
て重要な公共的役割を担っています。

【大雪対応の報道事例】

◇ 福井県では２月５日から記録的な大雪に見舞われ、国道８号線で
車が立ち往生し、自衛隊も出動。県民生活に大きな被害が発生

◇福井テレビジョン放送は２月６日以降、報道体制を強化

① 情報発信：全国ニュース、ローカルニュース、自社報道番組、
Ｌ字画面とｗｅｂサイトの情報掲載

② 発信情報：毎時の積雪深、予想降雪量、人的被害、交通情報、

自治体の排雪場やごみ収集予定、学校情報、入試情
報、そのほかの生活情報

③取材体制：

（人 員）本社報道局員中心に約３５人を総動員、早番と遅番で交

代勤務。状況が落ち着いた時点から交代で休暇を取得。食
事は総務部が後方支援

（通 勤）当初約３日間は数人が会社や近隣ホテルに宿泊。同５日
間は数人が徒歩通勤

◇視聴者の声：

● 大雪情報のテロップはネット弱者の高齢者にとって重宝がられた
と思う。

●まめに更新されたｗｅｂサイトの大雪情報が非常に役立った。
提供：福井テレビジョン放送



１．広くあまねく普及のために
2

● 地上民放テレビ１２７社とＮＨＫは日本全国に12,080局に上る中継局を整備し、大規模災害時にも強
靭性を持つ電波を使って、全国の津々浦々まであまねくカバーしています。

● 絶対難視世帯は全国でもごくわずかという完璧な情報伝送のネットワークは「放送の土台」であり、
電波政策の成功事例と考えています。

出典：放送サービス高度化推進協会「エリアのめやす」

瀬戸内海地区は両岸から混信なく電波
を発射し島嶼部を含めてエリアカバー
するために周波数を稠密に利用してお
り、｢電波銀座」と言われています。
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●首都直下型地震、南海トラフ地震等の大規模災害に備えて、報道取材、放送の送
出・送信の両面で多大な設備投資を行い、堅牢な放送システムを構築しています。

●2011年７月の地デジ化に際し、地上民放テレビ127社は総額１兆616億円（2010年時

点の調査結果）の設備投資（親局・中継局、番組制作設備、送出・伝送装置など）
を行い、強靭な放送システムを構築しました。

●設備更新を重ねながら放送設備を維持・管理しています。

3２．確実な放送実施のための堅牢な放送システム



３．全国の取材拠点とネットワーク 4

●地上民放テレビ１２７社はそれぞれの放送対象地域に取材網を張り巡らせ、「信頼されるメディア」とし
て、安心・安全のための番組を放送しています。

出典：民放連広報パンフレット

（2017－2018年版）



４．地域情報の発信とその評価

地域番組の種類

種 類 特 色

ニュース
｢地域の今」を伝える、災害時に大きな役割、
系列ネットワークを通じて全国へ発信

情報ワイド番組
地域の生活に必要な情報を伝える、
イベント、お祭りなど地域活性化に貢献

ドキュメンタリー番組 長期にわたる継続取材

地方ドラマ番組 地域の特色を反映、生活者視点

地方バラエティ番組 多様な発想、地元タレントの活用

スポーツ中継
地元プロチームの試合や高校野球など、
地域ニーズを反映

地方ＣＭ 地元企業のPR、地域経済の発展に貢献

自社制作番組放送時間（ローカルテレビ・１日あたり平均）

※ 民放連調査。１週間のサンプル調査に基づく推計値 （2016年４月）

地上民放テレビ114社平均
（東名阪広域局除く）

２時間３０分

地域番組（夕方ワイド）の視聴率の例

時 番 組

17

53

ネットゾーン（全国ニュース）

視聴率 ：8.1％

18

15

ローカルゾーン（地域ニュース）

視聴率：8.9％

※ 上図の視聴率は、夕方のローカルワイドを編成し
ていて、ネット・ローカルのゾーン別に視聴率を把握で
きたネットワーク系列テレビ76社の平均（ 2016.4.4～
2016.10.2、ビデオリサーチのデータをもとに民放連で
算出）

夕
方
ワ
イ
ド

視聴率から見ても、地域ニュース
への視聴者ニーズは高い。

〇 ローカル民放テレビの地域番組の概要
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５．民放テレビの地域情報番組に対する評価

＜調査概要＞

・調査対象：３大広域圏を除く31道県のネットユーザー（男女15－69歳、有効サンプル数：1,033）
・実施期間：2016年10月14日(金)～2016年10月16日(日)
・調査方法：インターネット調査
・調査主体：民放連研究所

① 民放テレビ地域情報番組の視聴頻度 ② 地域情報番組の評価

●半数以上の視聴者が「週に４～５日
程度」以上、地域情報番組を視聴。

●半数以上の視聴者が「全国放送の番組に比べ、親しみを感じる」「見る
ことは楽しい」 「役に立つ情報が得られる」と回答。
●「生活の一部になっている」との回答も５割弱。

民放テレビの地域情報番組は、
全国放送の番組に比べ、親しみ
を感じる

民放テレビの地域情報番組を見
ることは、生活の一部になってい
る

民放テレビの地域情報番組を見
ることは楽しい

民放テレビの地域情報番組か
らは役に立つ情報が得られる

79.2 

47.0 

55.4 

66.9 

13.9 

31.4 

32.8 

24.7 

7.0 

21.6 

11.8 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

民放テレビの地域情報番組は、

全国放送の番組に比べ、親しみを感じる

民放テレビの地域情報番組を見ることは、

生活の一部になっている

民放テレビの地域情報番組を見ることは

楽しい

民放テレビの地域情報番組からは

役に立つ情報が得られる

そう思う どちらでもない そう思わない

毎日かならず

9.6%

ほぼ毎日

26.0%

週に4～5日程度

17.6%

週に2～3

日程度

19.4%

週に1日程度

かそれ以下

21.1%

現在はほとんどあ

るいは全くみない

6.4%

(n=863)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[Q8]以下のそれぞれの項目についてもっともあてはまるものをひとつお選びください。

そう思う どちらでもない そう思わない
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６．地域情報番組で扱う情報に対する評価

81.5 

93.3 

75.0 

45.4 

52.3 

33.7 

48.0 

60.1 

52.8 

55.6 

12.9 

4.8 

17.4 

35.1 

33.1 

33.4 

34.3 

25.5 

33.3 

29.8 

5.1 

1.5 

6.2 

17.9 

11.5 

26.6 

14.2 

12.5 

12.0 

12.4 

0.5 

0.5 

1.4 

1.6 

3.1 

6.3 

3.5 

2.0 

1.9 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ローカルニュース

地域の気象情報

地域の交通情報

地域のスポーツ情報・スポーツ中継

自治体からのお知らせ・広報など

地域の買い物情報

地域の生活情報

（健康・医療、家事、子育てなど）

地域の食材、食べ物の情報や

飲食店などグルメ情報

地域のエンターテインメント/イベント情報

地域の観光、旅情報

役に立つ どちらともいえない 役に立たない 番組内で扱われているのを見たことがない
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７．ローカルテレビ局が行う地域での
イベントへの参加経験と評価

〇調査対象地域：民放テレビ4局地区と3局地区各1県 〇回答者：15－69歳までの男女各県622名
〇調査時期：2014年3月 〇調査手法：インターネット調査 〇調査主体：民放連研究所

（ほぼ）定期

的に参加し

ている

0.9%

ちょくちょく参加している

4.3%

たまに参加

している

18.4%

過去に参加し

たことはある

33.5%

参加したこ

とはない

42.9%

50.4 

59.4 

69.7 

48.1 

42.2 

36.4 

37.5 

34.9 

23.8 

41.6 

44.3 

52.5 

12.0 

1.0 

1.0 

1.9 

2.5 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容が充実しているイベントが多い

安心・信頼できるイベントが多い

親しみが持てるイベントが多い

面白い/楽しいイベントが多い

また参加したいと思うイベントが多い

有益なイベントが多い

●民放テレビ局が地元で行っているイベント等について最も当てはまると思うも

のをひとつお答えください。

そう思う どちらでもない そう思わない

*2県合計
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2016年4月の熊本地震時に役に立った情報源

〇調査対象地域：熊本県、大分県で震度6以上を記録した24自治体 〇回答者：15－69歳までの男女1,190名
〇調査時期：2016年5月 〇調査手法：インターネット調査 〇調査主体：民放連研究所

1 テレビ（ﾜﾝｾｸﾞ、ｶｰﾅﾋﾞ等含む） 72.9 携帯電話の通話 40.8 テレビ（ﾜﾝｾｸﾞ、ｶｰﾅﾋﾞ等含む） 58.7

2 災害関連ウェブサイト 37.1 テレビ（ﾜﾝｾｸﾞ、ｶｰﾅﾋﾞ等含む） 35.3 家族、隣人、友人等周りの人 28.3

3 ラジオ（ｶｰﾗｼﾞｵ、radiko含む） 35.3 ソーシャルメディア（SNS） 30.3 ソーシャルメディア（SNS） 24.9

4 家族、隣人、友人等周りの人 30.7 LINE通話などのIP電話 29.7 ラジオ（ｶｰﾗｼﾞｵ、radiko含む） 24.5

5 ソーシャルメディア（SNS） 30.0 家族、隣人、友人等周りの人 21.0 災害関連ウェブサイト 21.3

1 テレビ（ﾜﾝｾｸﾞ、ｶｰﾅﾋﾞ等含む） 79.2 テレビ（ﾜﾝｾｸﾞ、ｶｰﾅﾋﾞ等含む） 47.7 テレビ（ﾜﾝｾｸﾞ、ｶｰﾅﾋﾞ等含む） 62.9

2 災害関連ウェブサイト 41.5 携帯電話の通話 36.1 家族、隣人、友人等周りの人 28.7

3 ソーシャルメディア（SNS） 31.3 ソーシャルメディア（SNS） 32.4 ソーシャルメディア（SNS） 25.5

4 ラジオ（ｶｰﾗｼﾞｵ、radiko含む） 31.0 LINE通話などのIP電話 23.2 災害関連ウェブサイト 24.0

5 家族、隣人、友人等周りの人 26.4 家族、隣人、友人等周りの人 22.4 ラジオ（ｶｰﾗｼﾞｵ、radiko含む） 23.7

1 テレビ（ﾜﾝｾｸﾞ、ｶｰﾅﾋﾞ等含む） 82.1 テレビ（ﾜﾝｾｸﾞ、ｶｰﾅﾋﾞ等含む） 53.1 テレビ（ﾜﾝｾｸﾞ、ｶｰﾅﾋﾞ等含む） 67.6

2 災害関連ウェブサイト 42.8 携帯電話の通話 29.6 災害関連ウェブサイト 29.8

3 ソーシャルメディア（SNS） 30.3 ソーシャルメディア（SNS） 28.4 家族、隣人、友人等周りの人 25.4

4 ラジオ（ｶｰﾗｼﾞｵ、radiko含む） 26.1 災害関連ウェブサイト 22.4 ソーシャルメディア（SNS） 24.7

5 新聞 25.4 家族、隣人、友人等周りの人 20.6 ラジオ（ｶｰﾗｼﾞｵ、radiko含む） 20.4

　◯ N=1,190。上位5位まで。複数回答/総回答件数に対する構成比：％

4
日
後
～

1
週
間
後

被災・余震情報 安否情報 避難所・生活・医療情報

当
日

翌
日
～

３
日
後

８．災害時の民放テレビの活動への評価
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９．熊本地震時のメディア別の信頼度、
安心感醸成への評価

〇テレビは信頼度、平常心・安心感の醸成の両方でもっとも高い評価

10

前震および本震発生から1週間程度までを総合
して、下記のメディアやコミュニケーション手段等
からの情報は、どの程度信頼できましたか。(％)

信頼で
きた

どちらと
もいえな

い

信頼で
きな

かった
全体

ラジオ（カーラジオ、radiko.jpを含む） 82.7 14.3 3.1 100.0

テレビ（ワンセグ、カーナビ、車載テレビを含む） 86.4 9.6 4.0 100.0

電話（IP電話含む）での家族、親戚、友人等との通話 75.2 21.4 3.4 100.0

電子メール/SMS 65.7 29.5 4.8 100.0

Twitter、LINE、Facebookなどのソーシャルメディア 59.7 28.9 11.4 100.0

地震／災害関連安否確認サイトなどのウェブサイト 83.8 13.9 2.3 100.0

動画／ストリーミングサイト（YouTube、ニコ生等） 31.6 48.9 19.5 100.0

新聞 78.7 17.7 3.6 100.0

避難所、被災現場等での自治体、自衛隊、政府等から
の情報提供

64.5 29.7 5.8 100.0

避難所、被災現場等でのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ/ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ組織等か
らの情報提供 58.0 33.6 8.3 100.0

周りの人や家族、親戚、友人との口頭での会話 80.6 16.5 2.9 100.0

地震発生から1週間程度までを総合して、自分自
身の平常心を取り戻したり、安心感を得たりする
上で、下記のﾒﾃﾞｨｱやｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段がどの程
度お役に立ちましたか。 (％)

役に
立った

どちらと
もいえ
ない

役に立
たな

かった

利用し
なかっ

た

ラジオ（カーラジオ、radiko.jpを含む） 37.6 11.8 5.3 45.2

テレビ（ワンセグ、カーナビ、車載テレビを含む） 76.6 10.1 7.2 6.1

電話（IP電話含む）での家族、親戚、友人等との通話 59.6 14.5 4.8 21.0

電子メール/SMS 46.2 16.6 6.0 31.3

Twitter、LINE、Facebookなどのソーシャルメディア 49.9 11.9 4.8 33.4

地震／災害関連安否確認サイトなどのウェブサイト 59.5 14.8 5.6 20.1

動画／ストリーミングサイト（YouTube、ニコ生等） 12.7 15.3 7.9 64.1

新聞 38.5 15.4 6.8 39.3

避難所、被災現場等での自治体、自衛隊、政府等から
の情報提供

26.8 18.5 8.2 46.5

避難所、被災現場等でのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ/ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ組織等か
らの情報提供 23.0 16.6 8.8 51.5

周りの人や家族、親戚、友人との口頭での会話 66.9 12.4 4.4 16.3



10．テレビを信用する理由でもっとも
多いのは災害・事故時の情報提供
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自分自身がテレビを信用する理由 （N=1,200)

[単位：％]

*日本リサーチセンター全国NOS

（2015年11月調査）への相乗り

調査。全国15－79歳男女対象、

戸別訪問留置き調査。

*上智大・渡辺久哲教授と民放

連研究所による共同調査。

〇災害時等の情報提

供が特に多い。

〇専門家の意見を伝え

る、他の人が信用して

いると感じること自体が

信用の理由との回答が

続いて多い。
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 自社制作番組の充実、新規視聴者獲得のための対応などが不断に行われている。

 ローカルエリアにおける売り上げ確保のためにも、地域への貢献を通じた信頼醸成が

必要と認識されている。→東京支社スポット獲得にも有利。

 地域の他のメディア（ｺﾐｭﾆﾃｨ放送、ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ、ﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰ、ﾈｯﾄ配信等）への協力や連

携も進んでいる。

11．地域におけるテレビ局の取り組み

〇 テレビ局が過去１年間にメディア価値向上の
ために取り組んだ事例（アンケート調査）

民放連「メディア価値向上に関するアンケート調査｣ (2015.7）、

回答社数：126社（複数回答可）

〇 ローカルテレビ局が地域で行っている様々な
取り組み（ヒアリング調査）

・ネットワークタイム収入の減少
・不安定な東京支社スポット収入

・ ローカル情報ワイド等の編成・制作によるローカル営
業収入の開拓

・ 放送連動あるいは非連動のイベントによるローカルタ
イム/スポット収入や事業収入の確保

・ 自社制作番組やローカルワイドのコーナーのネット配
信や海外販売

・ 地域の文化・スポーツ・産業等の振興活動や地域の他
メディアとの連携を通じた地域とのつながりの強化

民放連研究所「民放ローカルエリアに関する研究」全社ヒアリング調査

（2017年7月～12月）より。（調査社数：181社）
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